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例言 

 

 

１．この統計資料は、統計法に基づく港湾調査規則により、令和５年１月から同年 12 

 月までに境港に出入りした船舶、貨物及び各施設の利用状況について調査し、その 

結果をとりまとめたものである。 

 ２．入港船舶は積載貨物の有無にかかわらず、総トン数５トン以上のものについて調 

  査した。 

 ３．貨物名は港湾調査規則による品目分類表に基づいて調査した。 

 ４．貨物数量の換算は、港湾調査規則にようる品種換算表により、 

  （１）容積によるものは、1.133 立方メートル（40 立方フィート） 

  （２）重量によるものは、1,000kg 

  （３）慣習上、前項の原則によらいないものは、 

    イ 油類および液状のもの（容器入れを除く） 1,000L（＝ｍ３） 

    ロ 米穀類、セメント、肥料（バラ・袋入共） 1,000kg 

    ハ 原木 ３石 

    ニ 製材 ４石 

    ホ 漁獲物（バラ・箱入共） 1,000kg 

    をそれぞれ１トンとした。 

 ５．統計計上の時期については、入港船舶の入港時の属する月分を計上した。 

 ６．計と内訳が一致しないものは、四捨五入等の処理のためである。 

 ７．国土交通省の港湾調査において平成 30 年１月調査分より品種分類表の改訂が行 

われ、これまでの分類「石油製品」は「揮発油」及び「その他の石油」に変更とな 

った。なお、本書においては、一部歴年の資料も掲載しているため、「石油製品」 

を継続して掲載している箇所があることを補足しておく。 


